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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本の労働者を対象に、長時間の座位行動 (座りすぎ) とうつ病の発症
との間に関連があるかどうかを検討した。日本の3つの企業を対象に1年間の追跡調査を実施しデータを収集し
た。調査には合わせて233名の労働者が参加した。
統計的な解析の結果、仕事で (職場で) 1日当たり9.5時間以上座っている労働者は、そうでない労働者と比較し
て、およそ2倍、大うつ病エピソードの発症リスクが高かった。この結果は、労働者の身体活動・運動の程度
や、仕事で抱えているストレスの程度などを考慮しても変化しなかった。現在、この結果を論文にまとめて、国
際学術誌に投稿中である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the association between sitting time at work and 
the onset of major depressive episode among Japanese workers. We conducted a one-year prospective 
cohort study for three companies in Japan and collected data. A total of 233 workers participated in
 the study. Statistical analysis showed that workers who sat 9.5 hours or more per day at work (at 
work) were about twice as likely to have a major depressive episode as workers who did not. The 
association did not change even when considering the level of physical activity and the level of 
occupational stressors. Now we are submitting a manuscript to the international academic journal to 
report the findings.

研究分野： 産業保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は世界で初めて仕事における座位行動とうつ病発症との関連を前向きに検討したものであり、その学術的
独自性は高いといえる。また、これまで不明であった座位行動と大うつ病エピソード発症との関連を明らかにす
ることは、健康科学における学術的知見を蓄積する上で、および産業保健現場における座位行動への介入の重要
性を示す上で、非常に創造性の高い研究であるといえる。仕事において9.5時間以上座ることは、大うつ病エピ
ソード発症のリスクを高める可能性があり、この知見は事業者にとって、予防の必要性が非常に高いうつ病への
対策として、座位時間を減少させることの動機づけを高めるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
うつ病 (DSM-5) / 大うつ病性障害は、最も主要な精神疾患であり、障害生存年数 (Years 

Lived with Disabilities, YLD)、および障害調整生命年 (Disability-Adjusted Life Year, 
DALY) で見た際の世界疾病負荷の主要な原因となっている (Global Burden of Disease Study 
2013 Collaborators, 2015)。労働者を母集団とした場合もうつ病の有病率は高く、その予防の
必要性が指摘されている (Wulsin et al., 2014)。 
身体活動は身体疾患のみならず、うつ病の治療、および予防にも有効とされる健康行動の一つ

であり (Rebar et al., 2015)、その促進は健康科学における重要な課題として位置付けられて
いる。近年はそれに加えて、長時間の座位行動が身体不活動とは独立して健康リスクの危険因子
となることが多数の研究によって示されている。座位行動による代表的な健康アウトカムとし
て、冠動脈疾患、および総死亡 (Ekelund et al., 2016) が挙げられており、その重要性が注目
されつつある。労働者における座位行動は、コンピュータの使用等に代表される労働環境の変化
に伴って増加している (Kirk and Rhodes, 2011) ことから、労働者の座位行動による影響を検
討することは、産業保健における喫緊の課題であるといえる。 
しかし、座位行動とうつ病発症との関連についての研究は未だ不十分であり、労働者を対象と

した研究は未だない。Teychenne et al. (2010) が発表した一般成人を対象とした系統的レビ
ューでは座位時間と抑うつとの間に正の関連が指摘されているが、組み入れ論文のほとんどが
横断研究によるものであり、縦断研究は 2本のみである。さらに、そのいずれも抑うつを症状レ
ベルで測定しているのみであり、「労働者のうつ病発症に長時間の座位行動が危険因子となりう
るか」という学術的問いに答えられる十分な科学的根拠が蓄積されているとはいえない。 
 
２．研究の目的 
本研究では労働者における座位行動と大うつ病エピソード発症との関連を、1年間の前向きコ

ホート研究によって検討することを目的とした。仮説として、長時間の座位行動は、労働者の大
うつ病エピソード発症リスクを高めることが予想される。また、その影響は、身体活動水準が十
分であっても取り除けない可能性がある。さらに、仕事の要求度が高い等の職業性ストレス要因
を調整した場合でも、その影響が取り除けない可能性も考えられる。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究デザイン 
1 年間の前向きコホート研究を実施した。参加者は、2019 年 2月から 3月にかけて日本の 3つ

の企業に所属する労働者を募集した。参加者は、研究の事前調査に回答するよう依頼するメール
を受けとり、URL からオンラインでの事前調査のページへアクセスした。ページの最初で、研究
の目的と個人情報取り扱いの方法についての説明を書面で受けた。参加者が「同意する」という
ボタンを押した場合にのみ、事前調査に進んだ。事前調査では、参加者の氏名、メールアドレス
とともに、仕事における座位時間、身体活動水準、およびその他の情報を取得した。その後、1
年間にわたって大うつ病エピソードの発症を確認するためのフォローアップ調査を実施した。
フォローアップ調査はメールにて調査のための URL を送付する形で、事前調査から 3 ヶ月後 
(2019 年 6月)、6ヶ月後 (2019 年 9 月)、および 12ヶ月後 (2020 年 3年) の 3回実施された。
本研究は、東京大学大学院医学系研究科・医学部倫理委員会の承認を受けて行われた (審査番
号：2018054NI)。 
(2) 参加者 
研究の参加者として、日本の 3つの企業に所属する労働者 (約 5,750 名) のうち、以下の適

格基準を満たす者を募集した。1) 20 歳以上であること、2) 日本語で質問紙調査に回答できる
こと。このうち、1) 事前調査から過去 12ヶ月間に大うつ病エピソードを経験している、もしく
は 2) 事前調査から過去 12 ヶ月間にメンタルヘルス不調を理由に休業している労働者について
は研究から除外された。 
(3) 測定 
大うつ病エピソードの発症は、自記式の World Health Organization (WHO) Composite 

International Diagnostic Interview version 3.0 (CIDI 3.0) (Kawakami et al., 2005; 
Kessler and Ustün, 2004) を使用した。WHO-CIDI は、DSM-IV-TR の診断基準に基づく大うつ病
エピソードを測定できる構造化された質問紙である。仕事における座位時間は、Worker’s 
Living Activity-time Questionnaire (JNIOSHWLAQ) (Matsuo et al., 2017) を使用して測定
した。そのほか、身体活動水準、職業性ストレス要因、年齢、性別等の基本属性を聴取した。 
 
(4) 統計解析 
解析はベイズ推定を用いた Cox 比例ハザードモデルを使用して、1年間の大うつ病エピソード

の発症リスク (ハザード比) を求めた。参加者の座位時間の長さに応じ、座位時間が短群 (1 日
あたり 7.2 時間未満)、中群 (1 日あたり 7.2 時間～9.5 時間)、長群 (1 日あたり 9.5 時間以上)
の 3群に分類した。 
 
４．研究成果 
3 つの企業から合計で 233 名の労働者が研究に参加した。統計解析の結果、座位時間低群に比



べた際の座位時間長群 (1 日あたり 9.5 時間以上) の大うつ病エピソードの発症リスクは 2.97
倍になると推定された (Hazard Ratio [HR] = 2.97, 95% highest density interval [HDI]: 
0.73–12.03)。この正の関連は、身体活動水準や職業性ストレス要因などの交絡要因を調整した
場合でも変化しなかった。交絡要因をすべて調整した場合の座位時間長群のハザード比は 2.02
であった (HR=2.02, 95% HDI: 0.41–10.07)。事後分布に基づく、座位行動が大うつ病エピソー
ドの発症に対して有害である確率は 81.5%と推定された。 
現在、この結果を論文にまとめ、国際学術誌 (Journal of Affective Disorders) へ投稿中

である。また得られた結果は、企業の担当者、および研究参加者に後日フィードバックを行う予
定である。さらに本研究に関連し、労働者のメンタルヘルスに関わる学会発表を 1件、および査
読付き論文の公表を 12編行った。 
本研究は世界で初めて両者の関連を前向きに検討したものであり、その学術的独自性は高い

といえる。また、これまで不明であった座位行動と大うつ病エピソード発症との関連を明らかに
することは、健康科学における学術的知見を蓄積する上で、および産業保健現場における座位行
動への介入の重要性を示す上で、非常に創造性の高い研究であるといえる。仕事において 9.5 時
間以上座ることは、大うつ病エピソード発症のリスクを高める可能性があり、この知見は事業者
にとって、予防の必要性が非常に高いうつ病への対策として、座位時間を減少させることの動機
づけを高めるものである。 
さらに、本研究の解析ではベイズ推定を利用したハザード比の事後分布を推定した。罹患率が

低い大うつ病エピソードの発症をアウトカムとする場合、従来の統計学に基づく例数設計では
非常に多くの参加者が必要となるが、ベイズ推定を利用した解析では、少数の参加者でも妥当な
ハザード比を推定できたと考えられる。このことからも、本研究の独自性は非常に高いといえる。 
しかし、本研究のみでは座位行動と大うつ病エピソード発症との関連に対して十分な科学的

根拠を提供できていない。今後は、より大きなコホートにおいても同様の関連が見られるかどう
かを確認する必要がある。 
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